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　　2．　眼瞼部腫瘤にて発見された急性骨髄性白血病
（M2）t（8；21）の一例
（小児科）小石洋和、鶴田敏久、萩原　大、篠本雅人、星加
明徳、細谷亮太、西村昴三
（眼　科）真田彰郎、後藤　浩
症例は8歳女児、主訴は出血傾向、眼瞼部腫脹で、MRI検
査にて眼瞼部腫瘍認められた。末梢血及び骨髄忌中にAuer
body陽性の芽球認め、染色体検査にてt（8；21）を認めてい
たため、AML　M2と診断しTCCSGプロトコールにて治療開始
した。VP－16、　AraC、　Mitoxantrone療法にて末梢血の芽球
及び眼瞼部腫瘤の縮小の減少認め、初回治療にて完全寛解
に入った。今回、AML　lsense／antisense，　MTG　8　antisense
をprobeとし、　RT－PCR法にて骨髄の芽球の遺伝子学的検索
を行ったところ、467bpのAMI、1－MTG　8　mRNAに相当するバ
ンドが認められた。AML　1－MTG　8　mRNAの検出はRT－PCR法に
て確認できるため腫瘍細胞の起源や、残存腫瘍の確認にも
有用と考えられる。現在、眼瞼部腫瘍の起源も同じ方法に
て検索中である。
　　1．　抗リンパ球グロブリン（ALG）およびシクロスポ
リンA（CyA）投与が著効した赤芽球瘍
（内科第一）藤枝広巳、根橋良雄、長主正也、岩瀬　理、
栗山　謙、宮沢啓介、相沢　信、大屋敷純子、中野　優、
外山高鍋
症例は42歳男性。平成2年8月発症の赤芽球瘍でステロイ
ド剤によりコントロールされていたが治療抵抗性となり平
成4年10月当科入院した。入院時検査では、RBC184×10V
μ1、Hb5．3g／d1、網赤血球0％。。骨髄では赤芽球系細胞
は1．4％であった。入院後、ALG　15mg／kg／day　5日間投与し
たところ網赤血球増加に伴いday30にはHb10．3g／dlと増加
を認めた。しかしday60頃より再びHb減少傾向となりday80
には7．5g／d1にまで低下したため、　CyA6mg／kg投与開始し
た。CyA投与30日目頃より徐々に網赤血球増加し、投与90
日後にはHb12g／d1を超え、骨髄でも赤芽球細胞増加を認め、
現在も寛解中である。本症例CYA投与前骨髄幹細胞コロニ
ー形成の検討ではCFU・E、　BFU・E共に形成能の低下が認め
られたが、CD　8細胞除去、またCyA添加により両者に有意
の回復が認められ、臨床経過との相関が強く示唆された。
　　3．　移行期の化学療法後、芽球の形質転換を認めた
慢性骨髄性白血病の一例
（内科第三）武市美鈴、岡田　潔、内田博之、六本木　尚、
代田常道、伊藤久雄
症例は50歳女性。平成2年発症のPh’陽性のCML。　IFNα療
法施行し、血液学的に改善認め、外来にて経過観察してい
た。平成4年2月末より脾腫増大、末梢血にて芽球及び好
塩基球の増加が認められたため、急性転化疑いにて平成4
年6月1］入院となった。
　骨髄はdry　tap、末梢血CDにてCD13（一）、　CD33（一）、　GP　H
b／皿a（＋）、電顕的PPO陽性、　MPO陰性より巨核芽球型の急
性転化として、DCMPなどの治療をしていたが、平成5年5
月24日の末梢血CDにてCD　13（＋）、　CD33（＋）、　GP　H　b／皿a（一）、
POX（＋）と骨髄芽球型への形質転換を認めた。
　本症例は形質変換前後で、染色体付加異常（＋8）が変化な
く、病変に連続性を認めた事より、新たなsub　cloneの出
現と言うより、同一sub　clone内における形質変換が示唆
された。
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